
若
者
た
ち
の

進
路
と
ホ
ン
ネ

　

地
方
で
続
く
若
者
の
流
出
。

本
市
の
実
態
を
探
る
た
め
、
池

新
田
高
校
の
進
路
状
況
を
調
査

し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
、
同
校
を
卒
業
し
た

卒
業
生
は
１
４
０
人
。
そ
の
う

ち
76
人
が
就
職
し
、
地
元
か
ら

通
勤
可
能
な
圏
内
（
小
笠
・
掛

川
地
区
）
へ
は
、
卒
業
生
の
約

３
分
の
１
に
あ
た
る
56
人
が
就

職
し
ま
し
た
。
進
学
者
に
あ
っ

て
は
、
自
宅
か
ら
通
学
で
き
る

中
東
遠
地
域
へ
６
人
、
静
岡
市

や
浜
松
市
へ
32
人
が
進
学
し
て

い
ま
す
。

　
松
永
行
弘
教
諭
は
「
本
校
の

生
徒
は
地
元
愛
が
強
く
、
地
元

に
残
る
生
徒
が
多
い
で
す
。
就

職
者
の
大
半
は
生
活
拠
点
を
地

元
に
お
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

進
学
と
な
る
と
近
隣
に
学
校
が

少
な
い
た
め
、
地
元
を
離
れ
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
約
半

数
は
地
元
か
ら
通
学
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

市
の
広
報
担
当
が
、
本
年
度
の

３
年
生
１
３
２
人
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
１
で
も
、
全

体
の
67
％
に
当
た
る
88
人
の
生

徒
が
卒
業
後
は「
地
元
に
残
る
」

と
回
答
し
て
お
り
、
地
元
志
向

が
強
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
若
者
の
転
出
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
。
松
永
教

諭
は
「
進
学
す
る
生
徒
の
中
に

は
、
働
く
場
所
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
な
い
生
徒
も
多
く
、

首
都
圏
で
就
職
す
る
者
も
い
れ

ば
、
進
学
先
周
辺
で
就
職
す
る

者
も
い
る
。
そ
れ
も
要
因
の
一

つ
で
は
な
い
か
」と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
問
３
の

「
将
来
、
地
元
で
暮
ら
し
た
い

と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問

に
対
し
、
全
体
の
46
％
に
当
た

る
61
人
が
「
思
わ
な
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
問
１
の
質
問

で
88
人
が
地
元
に
残
る
と
回
答

し
た
の
に
対
し
、「
将
来
、
地

元
で
暮
ら
し
た
い
」
と
考
え
て

い
る
生
徒
は
17
人
も
減
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
理
由
で
多
か
っ

た
の
が
「
都
会
に
行
き
た
い
」、

「
交
通
が
不
便
」、「
楽
し
め
る

場
所
が
な
い
」
と
い
う
意
見
。

地
元
志
向
が
強
い
中
で
も
、
や

は
り
都
市
部
や
利
便
性
の
高
い

生
活
を
求
め
、
地
元
を
離
れ
て

暮
ら
し
た
い
と
い
う
意
志
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

松永行弘教諭

池新田高校進路課長

愛
郷
心
の
あ
る
子
が
多
く

地
元
に
残
る
傾
向
だ
が

進
学
者
は
市
外
で
就
職
も
多
い

人数 割合
進学 63 45％
就職 76 54.3％

その他 1 0.7％
計 140 -

■平成 30 年度の進路状況
人数 割合

小笠・掛川管内 56 75％
県内（管内以外） 18 23.7％
県外 2 1.3％

計 76 -

■就職先の内訳

H25 H26 H27 H28 H29 H30
21 26 16 15 25 17

■過去６年間に市内企業へ就職した生徒数 年度

■進学先の内訳
人数 割合

中東遠地域 ６ 9.5％
静岡・浜松 32 50.8％
県外 25 39.7％

計 63 -

池
新
田
高
校
進
路
課
長
の
松
永
行
弘
教
諭
の
話
と

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
若
者
が
転
出
す
る
理
由
を
探
る

（参考資料：令和元年度「航路燈」/池新田高校作成）

OMAEZAKI 4


